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1　はじめに
　現代社会の労働環境は大きく変化し，中でも女性の社会進出は目覚ましく，すばらしい活躍
がみられる。育児休暇制度が制定され，働く母親が子育てをしながら仕事が継続でてきる社会
になりつつあるが，女性の労働時間は男性と同様に長時間になり，子育てと仕事を両立さぜて
いくためには保育園の支援が必須である。仕事を再開するために母親の出産休暇や育児休暇が
終了すると，子どもは保育園に入園し，長期間保育園で過ごすことになる。最近では父親の育
児休暇が始まり，子どもが両親のどちらかとできるだけ一緒に過ごすことができるように努力
されてはきているが，大多数の子どもは生後まもなくから数年間を保育園で過ごすことにな
る。母親がフルタイムで働いている場合ほど，保育年数は長く，1日の保育時間も10時間を超
えることもあるのが現状である。子どもは両親よりはるかに長い時間を保育園の保母と過ごし
ていることになる。保育老は生後まもなくから子どもの発育，発達をみているが，最近の子ど
もに何か原因がわからないが不思議な行動があり，これが気になるとよく話題にしている。保
育年数が長いことが子どもの発育，発達とどう関わりがあり，どのような影響を与えていくの
であろうか。保育者の立場からの子どもの発達と母親からみた発達の状況には違いがあるの
か。保育所で生活している6歳児を対象に，保育年数別に生活能力や運動能力の発達の年齢相
応の到達度について観察調査し，保育年数との関わりを検討することとした。
2　研究方法
＊　調査期間
　　1996年10月一！997年3月
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＊　調査対象
　　埼玉県北部保育園12園に在籍する6歳半
保 育　年 数
?
児 女
?
6年
T年
S年
R年
Q年
16名
P2名
Q7名
U1名
Q0名
19名
P4名
Q6名
T1名
Q3名
計 136名 133名
＊　調査内容
①子どもの生活能力，運動能力の成就状況を観察調査
　②　母親からみた子どもの発育，発達状況調査
3　考　　察
　1日の大部分を保育園で保母とともに過ごしている子どもについて，保育者の目で生活能力
と運動能力の発達の年齢相応の成就の状況を観察してもらい，保育年数との関わりを検討して
みた。観察項目は「社会性」「言語」「身辺自立」「認知」「運動」とし，それぞれについて8つ
の質問がある（観察項目は別紙にて示す）。子どもは1日のうちの7時間から10時間を保育者
とともに過ごし，将来の人格形成にも関わる基本的生活習慣等を保育園での生活の中で習熟し
ていくことになる。保育老は子どもの顔の表情，遊びや運動の様子，人間関係の形成，基本的
生活習慣の形成の状況などを常に観察しているが，ここではとくに生活能力と運動能力につい
てその到達度が保育年数とともに高まるものであるか，実際の到達度はどうであるかを見るこ
ととした。保育者から見てまだ充分でないと思われる項目についてチェックし集計し，各項目
の中でとくにチェックの多い質問2つを取り上げて，’保育年数別，男女別に検討した。表1は
その結果を示している。
　　　　　　　　　　　　表1　保育年数別，男女別発達の成就状況
保育年数 6 年 5 年 4 年 3 年 2 年
男　児 女　児 男　児 女　児 男　児 女　児 男　児 女　児 男　児 女　児
社　会　性 0．67 0．17 1．92 0．36 1．71 1．92 0．58 1．40 3．5 4．7
舌　　　　　　圭五ロ　　　　　　　　ロロ 1．17 0．44 2．67 1．09 2．54 1．92 1．32 1．53 3．2 2．3
身辺自立 1．17 0．44 1．67 0．63 1．82 1．54 0．89 1．29 2．7 4．0
認　　　知 0．92 0．72 2．08 1．36 1．86 LOO 0．93 0．91 1．4 2．7
運　　　動 1．58 0．67 1．50 1．45 2．54 2．29 1．61 2．09 2．2 ！．7
全　　　体 5．50 2．44 10．33 5．18 10．68 8．71 5．35 7．29 17．0 13．0
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　表1では「社会性」などの各項目についてまだうまくできないなど成就が充分でない事柄
を，子どもごとにチェックし，年齢毎の不十分な点を平均値で表したものである。保育年数か
らみると保育年数3年を除いて，どの保育年数においても男児は女児に比べて成就が不十分な
項目が多い。これは女児の方の生活能力の習得が順調であり，年齢相応に成就している子ども
が多いということであろう。どの項目についても保育年数2年の子どもに不十分であるチェッ
クが多くみられ，保育期間が長い子どもが既に成就できていることが，まだ充分に習得できて
いないということである。
「社会性」　ここでは保育園の中での子ども同志の人間関係をみている。保育年数が譲り合い
や優しさをどのように育てているかを見ている。子どもは保育園の生活の中でもまれて人づき
合いを学び，相手に対する優しさを表現できるようになり，人間関係の基礎が作られていくこ
とになる。「社会性」の中でチェックの多いのは「大人が始終見ていなくても，4－5人の子ど
もと協力して遊ぶ」と「他の子どもにゲームや遊びのルールを説明する」であった。4人以上
のほぼ同年齢の子どもが「ままごと」や「野球ごっこ」など協力を必要とする遊びを自発的に
遊ぶことが20分以上続けることができるかどうかということである。一般的に子どもの遊び方
は年齢とともに変化していくのである。2歳半から3歳ころには同じ種類の遊びをしていても
それぞれ別々に，平行的に遊んでいる。3歳を過ぎるとお互いに積極的に友達を求めて遊ぶ連
合的な遊びがよく見られるようになる。4歳ころからは協調的に遊ぶことが多くなる。5歳を
過ぎると仲間同志でルールをきめ，単純な集団遊びが可能となる。子ども同志の関係は遊びの
間だけの結びつきであるが，集団の触れ合いの中で社会性を身につけていくのである。遊びを
通して得られる人間関係の発達である。保育年数6年の男児のまだ不十分であるというチェヅ
クは33．3％，女児は5．3％であり，保育年数5年前は男児33．3％，女児は0％であり，いずれも
女児の方が協力して，自発的に遊ぶことができているということであろう。保育年数4年目男
児は10．3％，女児は29．1％，保育年数3年では男児は14．1％，女児20．0％，保育年数2年では
男厄を0．0％，女児は40．0％である。保育年数4年以下では，男児が女児より協力して遊ぶこと
ができるというわけである。とくに保育年数2年の女児は充分に周囲の子どもと馴染み協力し
て遊ぶことが成就されていないということである。保育年数6年と5年の男児が同じように協
力して，自発的に遊ぶことが不十分であるということ，また，保育年数3年の男児ではチェッ
　　　　　　　表2　他の子どもにゲームや遊びのルールを説明することができない割合
保 育　年
? ? ? 女
?
6年
T年
S年
R年
Q年
16．6
S1．7
S2．9
R5．1
V5．0
（％）
5．5
X．1
R3．3
Q22
U0．0
（％）
平均 42．3％ 26．1％
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クを受けた子どもは少数であり，保育年数6年の子どもの半分である。保育期間が長いことに
より育ち，到達しているであろうことが不十分であるという結果である．「他の子どもにゲー
ムや遊びのルールを説明する」では充分到達点に達していない割合は表2の通りである．
　「おにごっこ」「いすとり」「トランプ（カルタ）」など，簡単なゲームや遊びのルールを正し
く他の子どもに説明できる，2種類以上できること，というのがこの項目の内容である。男女
児ともに保育期間6年の長い子どもが充分に到達できている子どもが多く見られる。男児では
保育年数4年，5年の子どもが意外に到達していない。保育年数3年が男女児ともに6年の子
どもの次に優れている。全体としてここでも女児が男児より成就度が高い。保育年数2年の子
どもは協力して，自発的に遊ぶことや，遊びの説明がまだ充分にできないということになる．
「言語」　ここでは「自分の住所をいう」と「やさしいなぞなぞをする」という項目が目立っ
てチェックされている。保育年数ごとにみると表3のようになる。
　　　表3　自分の住所をいうことができない　　　表4　やさしいなぞなぞをすることができない
保育年数 男　　児 女　　児
6年
T年
S年
R年
Q年
　　（％）50．0
U6．7
W5．7
R3．3
U0．0
　　（％）5．5
P8．1
Q9．2
Q0．0
R3．3
平均 59．1％ 33．3％
保育年数
? ?
女　　児
6年
T年
S年
R年
Q年
　　（％）25．0
T0．0
S2．9
P7．5
U2．5
　　（％）5．5
P8．！
Q9．2
Q0．2
U0．0
平均 39．6％ 25．5％
　朝7時半一9時ころから夕方5時一7時ころまで1日の大半を保育園で過ごしている子ども
達は自分の住所を言う機会は極めて少ないし，両親との会話の中でもとくに住所をいうことは
ないのではないだろうか。保育年数6年の子どものうち，半分の子どもは自分の住所を記憶し
ていないことになる。この調査後に親に聞いて来るようにという指示をしておいてもう一度聞
いてみると，大抵の子どもが記憶していたことからも，これまでに記憶する機会がなかったと
いうことであろう。成就率が低い状況の中で，保育年数3年が最もよく記憶していた。男児よ
り女児の方がどの保育年数においても記憶率が高い。「やさしいなぞなぞをする」この項目に
ついてみると保育年数6年に続いて3年の到達度が高い。全体として女児の方がこの遊びがよ
くできる状態にある。
「身辺自立」　ここでチェックの多い項目は「自分で着ている衣服，帽子などのひもを結ぶ
（前だけでよい）」と「言われなくても一度止まり，左右を見てから道路を渡る」である。この
2つの項目の到達の様子は次の表4，5の通りである。
　　「自分が着ている衣服，帽子などのひもを結ぶ」とは見えるところの衣服についているひも
を蝶々結びか，あるいは輪が1つの結び方ができるかどうかということであり，手元の器用さ
を必要とする動作である。保育園では毎日の生活の中では自分のことは自分でするという指導
をしているが保育年数で見ると，一番習熟しているのは保育年数3年の子どもであり，保育年
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表5　自分が着ている衣服，帽子などのひもを結ぶことができない割合
保 育　年 数
? ? ? ?
6年
T年
S年
R年
Q年
　　（％）4！．7
S1．7
V1．4
Q3．9
S0．0
　　（％）27．8
R6．3
R7．5
Q0．0
R3．3
平均 45．3％ 30．9
数4年では男女児ともにこの動作がうまくできていない割合が高い．
　「言われなくても一度止まり，左右を見てから道路を渡る」これは信号機がないところで
も，一人でできるかをみている。これが不十分な割合は表6，7の通りである。
　　　　表6　言われなくても一度止まり，左右を見てから道路を渡ることが十分でない割合
保 育　年 数
? ?
女
?
6年
T年
S年
R年
Q年
　　（％）25．0
Q5．0
Q8．6
P3．5
Q5．0
　　（％）5．6
X．1
Q0．1
Q0．0
U6．7
平均 23．4％ 34．3％
　保育園での生活に慣れていない入園当初は子ども同志2人で手をつないで歩くことがうまく
できず，すぐに手を離して1人で好きな方に行動してしまうことが多いという。保育園への通
園の方法は大抵自動車か自転車によることが多い。忙しい時間をやりくりしている母親には子
どもと手をつないで通園することはほとんど不可能である。散歩などで交通量の多い道路を子
ども達と移動するときに，保母は子ども同志で手をつないで歩き，危険な道路の歩き方を教
え，翻を習得していくのである．・の危険な道路を歩く時に必要鮫差点で止まり，よく見
るという安全指導が意外に身をついていることがわかる。保育年数別に見ると男児では3年が
すぐれ，それ以外は大差がない。女児は保育年数2年以外はこの点ですぐれている。
「認知」　ここで到達度の低い項目は「自分の体について，左右を区別して言う（右の手，左
　　　　　　　　表7　自分の体について左右を区別して言うことができない割合
保 育　年 数
? ?
女 児
6年
T年
S年
R年
Q年
　　（％）35．0
Q5．0
R2．1
P0．5
S0．0
　　（％）33．3
S5．4
Q5．1
Q0．0
U0．0
平均 28．5％ 36．8％
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の手など）」「自分の誕生日を言う」である。これらの到達度は表8，9の通りである。
　「右の手はどっち？」というふうに質問している。身体に対する意識をどの程度にもち，自
分の体の部分と左右を区別する能力の理解の程度を聞いている。保育園では身体意識を育てる
感覚遊びを日頃から取り入れているが，身体概念を形成するにはある程度の時間がかかると思
われる。ここでも保育年数3年の子どもが自分の身体について認識している割合が高く，保育
年数2年では男女児とも認識度が低いのはなぜか。遊びの中に取り入れていく必要があろう。
　　　　　　　　　　　　　表8　自分の誕生日を言えない割合
保 育　年
? ?
児 女 児
6年
T年
S年
R年
Q年
　　（％）33．3
S1．7
Q8．6
P2．3
P2．5
　　（％）22．2
R6．3
Q5．0
R7．8
P0．0
平均 25．7％ 26．3％
　「お誕生日はいつ？」と聞いている。保育園では毎月，園児の誕生日会をしており，子ども
は自分の誕生日を理解していると考えていたが，意外に保育年数が長い子どもが認識していな
い。保育年数2年の子どもがこれを認識する割合が高く，また男女の差が見られない項目であ
る。
「運動」　ここでは「バットや棒でボールを打つ」「相手が投げたボールやお手玉を片手で受け
取る」が目立つ2項目である。ボールには大きさ，硬さが様々で，材質もゴムやビニール製が
あり，遊び方も投げる，つく，打つ，蹴るなどがあり，年齢に相応した遊び方がある。また，
動きの変化が速く，楽しさは格別であると同時に子どもの想像力を高め，動きの楽しさを味わ
う遊びでもある。
　　　　　　　　表9　バットや捧でボールを打つことがうまくできない割合
保 育　年 数
? ?
女
?
6年
T年
S年
R年
Q年
　　（％）44．7
P6．7
S6．4
P2．3
S0．0
　　（％）22．2
S5．5
T4．2
R3．3
R3．3
平均 31．4％ 37．3％
　直径10c皿位のボールを3m離れたところがら投げてやりそれを打つ。打ち安い投げ方をする
こととする。ボール遊びが保育園で日常的に取り入れられている遊びの1つであるが，打つと
いう遊びは以外に少なかったようである。打つことがさりげなくできる子どもと，この遊びの
経験が少なく，打てない子どもとの差が大きい。女児が男児より劣るのはこの遊びのもつ性差
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であると考える。この調査をしたときに2－3回練習をした子どもとしない子どもとの差が見
られた。普段の保育生活で日常的に取り入れられているところもあり，子どもの力はさまざま
である。保育年数3年の男児がこの項目でもよくできる結果である。
　　　　　表m　相手がなげたボールやお手玉を片手で受け取ることがうまくできない割合
保 育　年 数
? ?
女 児
6年
T年
S年
R年
Q年
　　（％）33．3
P6．7
R9．3
V．5
T010
　　（％）27．8
U3．6
Q5．0
R5．6
U6．7
平均 29．4％ 44．8％
　これは1mくらい離れたところがら投げられたボールを受け取るテストである。子どもひと
りひとりにボールを投げてみて，保育者は子どもの遊びの実態を見るいい機会になったと感想
を述べている。普段，遊びの様子を子ども全体の集団で見ていると，子どもは皆同じように遊
んでいるように見えていた。しかし，個々に観察すると子どもの遊び方はそれぞれに違い，活
発な子が意外なことが不得手であることや，あまり遊びが上手でないと見ていた子どもがいろ
いろなことに挑戦していることも判明した。子ども達は今回の検査でできないことが分かると
本気でできるまで練習をしていることにも気がついたという。ここでも保育年数3年の男児が
とくに優れている。
　以上生活能カー社会性，言語，身辺自立，認知，運動一についてその成就の状況を保育者の
目で観察した結果を見てきたが，いずれの項目についても保育年数と成就の関係は明白にはで
ていない。保育年数3年の子どもが保育年数6年の子どもよりどの項目でも到達度が高い。こ
れらの項目は年齢とともに獲得できる生活能力であり，特別な技能を要するものではない。
　0歳み入園のときから発育，発達をみている保育者は保育年数が長いことが生活能力を身に
つけるのにプラスであるとみている。保育者は保育年数の長い子どもの行動的特徴を次のよう
に上げている。
　＊元気で動作が機敏である。
　＊やる気があり，意欲的である。
　＊遊びをはじめ生活内容が経験豊富で，物事に対して集中力がある。
　＊人間関係の基礎ができている。
　＊心の発達がみられ，相手に対する優しさがある。
　以上の各誌をみると保育年数が長い子どもは調査項目はある程度到達点に達していることに
なるが，実際に個々に子どもを見たときは異なる評価となっている。子どもを個々に見ると違
いがあり，集団で見ることとは相違があるのであろうか。
　子どもの終日の生活の場である保育園とはどんな所であろうか。
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　＊いろいろな友達と触れ合い育つ所である。
　＊自分から生きる力が育つ所である。
　＊遊び場が充分に確保されている。一好きな遊びが充分できる一
　＊規則正しい毎日の生活リズムがある。一食事，遊び，昼寝一
　＊親や親族以外のいろいろな大人に接することができる。
　一他人からの愛情を受けることが多くやさしさを感じるようになり，自分より小さい子ども
　　に愛着を感じる子どもになる一
　以上の点を保育者は上げており，個々の子どもはこの保育園がもっている恩恵を充分に受け
ているはずであり，この環境が保育年数の長いことにプラスの面となっていることが保育者か
らは確認されている。保育年数が長い間に保育者と母親との意志の疎通が密になり，子育て支
援がうまくいくが，2年間くらいの保育期間ではなかなか意志の疎通がとれないことがあると
保育者は感じている。
　生活能力の中でとくに遊びと関係深い運動能力について追加調査を実施し，保育年数と運動
能力の発達との関係をみることとした。
　　　　　　　　　　　　　　表12　運動能：カテスト（男児）
保育年数 閉眼片足立ち ’お　手　玉　と　り（％） 両　　足　　回　　転（％）
秒 なし
?
胸 なし 90度 120度 180度
6年
T年
S年
R年
Q年
20．0
P7．4
U．6
P8．8
P1．6
　0
W．3
@0
P1．1
P．5
66．7
R3．3
U．7
V0．4
Q5．0
8．3
P6．7
P33
P8．5
Q5．0
　0@0@0@0
U2．5
8．3
@0@0k9
P2．5
　0
W．3
U．7
P．9
P2．5
66．7
T0．0
T3．3
X4．4
T0．0
年　数 ボ　　一　　ル　　打　　ち　（％） ボールつき
な　し 1回目 2回目 3回目 4回目 5　m10　m15　m15　mﾈ　上 な　し 回　数
6　年
T　年
S　年
R　年
Q　年
　0
W．3
@0
T．6
P2．5
16．7
Q5．0
@0
T9．2
P2．5
41．7
Q5．0
S0．0
Q4．1
Q5．0
8．3
U．7
Q0．0
V．4
R7．5
1！．7
U．1
@0
P．9
P2．5
25．0
P6．7
U．7
T．6
R7．5
8．3
P6．7
P3．3
P6．7
R7．5
8．3
W．3
P3．3
Q0．4
P2．5
25．0
Q5．0
Q6．7
T1．9@0
???13．3
V．5
P0．9
P5．9
W．6
表13　運動能力テスト（女児）
保育年数 閉眼片足立ち@　　（％） お　手　玉　と　り（％） 両　　足　　回　　転（％）
秒 なし 伸
?
なし 90 120 180
6年
T年
S年
R年
Q年
30．6
Q6．3
P0．2
W．4
I2．5
33．3
X．1
S．2
S．5
P1．0
61．1
U3．6
T8．3
V2．9
U0．0
22．2
P8．2
P2．5
P3．5
S0．0
???　0@0@0@0
Q0．0
11．1
@0
W．3
W．1
S0．0
83．3
X0．9
T8．3
X1．9
S0．0
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保　育
N　数 ボ　　一　　ル　　打　　ち　　（％）
ボールつき
な　し 1回目 2回目 3回目 4回目 5　m10　m！5　m 15　mﾈ　上 な　し 回　数
6　年
T　年
S　年
R　年
Q　年
5．6
@0
W．3
T．4
P5．0
22．2
T0．0
Q5．0
S3．2
S0．0
33．3
X．1
P2．5
P8．9
Q0．0
27．8
P8．2
P6．7
W．1
Q0．0
11．1
@0
P2．5
P0．8
Q0．0
16．7
P8．2
P7．5
Q1．6
U0．0
38．9
T1．0
S．2
R2．4
Q0．0
11．1
P8．2
I6．7
Q．7
@0
27．8
@0
W．3
Q4．3
@0
???14．8
P4．1
X．3
P5．9
P4．0
　男児では保育年数6年目「閉眼片足立ち」で20秒で最も長く，他の保育年数の子どもよりバ
ランス性が優れている。これ以外ではとくに優れている項目は見当たらない。保育年数5年で
は他に比べてとくにきわだつものは見当たらない。ボールをつく動作は他の保育年数に比べて
最も回数が少なく到達度が低い。保育年数4年ではボールを2回目に打てた子どもが40％であ
り，1回目に打てた子どもより多い。ボールで遊ぶ機会は日常的にたくさんあるが，ボールを
打つという遊びは普段の遊びに含まれていないようである。r閉眼片足立ち」の成績も一番低
い。保育年数3年では「お手玉捕り」で腕を伸ばして取れる子どもが70％以上もいる。この成
績に続くには保育年数6年の子どもである。180度の「両足回転」ができる子どもは94．4％，ま
た，ボールをテろト1回目に打てた子どもが約60％，ボールの飛距離が！0m以上と151n以上の
子どもが合わせて70％，ボールをつく回数は15．9回と非常に高い成績で，いずれも他の年数の
こども達に比べ特段に高い成績を示している。ボール遊びに習熟しているように見える。保育
年数2年の子どもは「お手玉捕り」ができない子どもが12．5％で，胸で受け止める子どもが
62．5％であり，まだ充分にボールの扱いに習熟していないようである。「両足回転」ができない
子どもが12．5％，半分の90度だけ回転できる子どもが12。5％おり，他の保育年数に比べて非常
に多い。ボールの飛距離が5m以内が37％，ボールつきは8．6回と他の保育年数の子どもより
低い成績である。
女児懲備年数6年の子どもが「閉眼片足立ち」で3・・6秒・・くうンスの能力カミ他の備年
数の子どもに比べ，特にすぐれている。「お手玉捕り」では腕を伸ばして自在に捕れる子どもが
61．1％おり，反面，捕れない子どもが33．3％いる。「ボール打ち」で2回目に打ったものが33．
3％で1回目に打った子どもより多い。ボールの飛距離が10m以内が38．9％，打てない子ども
は16．7％で他の保育年数より一番少ない。これらをみると男児と違いボールに対する興味が
個々に相違があるのであろうか。
　保育年数5年目は180度の「両足回転」ができる子どもは90。9％いる。「ボール打ち」で1回
目に打七た子どもが50．0％おり，飛距離は10m以内が51％であり，全体で一番いい成績であ
る。保育年数4年では目だって優れている項目が見られない。保育年数3年では「お手玉捕
り」で腕を伸ばして捕れる子どもは72．9％，180度の「両足回転」ができる子どもが91．9％あり
他に比べて最も高く，すばやさ，瞬発力があるということである。保育年数2年ではボールを
打てない子どもが15％で3倍あり，ボールを4回目にようやく打てた子どもが20％，飛距離が
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5m以内が60％と大半を占めている。
　運動能力テストの結果をみると，以上のように各保育年数でそれぞれ優れた点があり，保育
年数は運動能力に大きく影響する要因ではないと思われる。しかし，保育年数2年の子どもに
はバランス性を必要とする項目や，ボールの遊び方によっては充分習熟していないものもみら
れる。保育園は遊び場など遊びの環境に恵まれ，集団で楽しく遊ぶ機会があり，遊びをリード
してくれる保育老もおり，いろいろな遊びを体験できるところである。この利点を保育園生活
が短期間であるとまだ充分に得られず，遊びの習熟が遅れているのであろうか。
　母親からみた子どもの発達について質問調査したものを分析し，家庭から見た子どもの発達
の状況を検討してみた。
　保育時間は母親の職業により異なり，登園時間の最も早い子は7時30分ころであり，降園の
最も遅い時間は6時30分ころである。フルタイムで仕事をしている場合，朝も早く夕方も遅
く，保育年数も長い場合が多い。朝の目覚めから家を出るまでの時間に子どもになんと話しか
けをしているかをみると，ほとんどの場合「おはよう」「早く起きなさい」「早く食べなさい」
「早く着替えなさい」と「早く」「早く」を連発している。洗顔，排泄，食事，着替えなどを短
時間のうちにしなければならないのであるから，母親のこの言葉かけもいたしかたないかもし
れない。朝の目覚めから家を出るまでにご機嫌が悪いのは，保育年数2年に多く見られ，3年
置もわずかにみられ，保育年数が長い子どもには少ない。そのような忙しい状況の中で母親の
優しさも見える。「がんばってね」「天気がいいよ」などといいながら優しく抱き締めたりして
いるのは保育年数2年，3年の母親である。基本的生活習慣がどの程度習熟しているかをみる
と，充分に自立できていないと感じている親は保育年数6年で25％，5年23％，4年25．2％，
3年17．8％，2年40％である。手を洗うなどの清潔の習慣や，着替えを自在にすることは，保
育期間の短い子どもの中に自立が十分できていない場合が多いということである。また自立で
きていても家ではできないと甘えて親に依存することがある。
　毎日の生活で活気があり元気であるかという質問では，保育年数6年74．25％，5年66，7％，
4年81。3％，3年59．3％，2年66％であると回答している。行動が自発的であるかどうかの質
問に対しては保育年数6年8．6％，5年16．7％，4年13．3％，3年26．8％，2年32．8％が促され
ないと行動しないわけである。保育年数2年の子どもの自発性がやや低いということである。
最近，保育者が大変気になることの1つに，保育園の生活の中で促されないと次の行動ができ
ない子どもがいると感じている。自発的でない子どもがこれだけの割合いるということは，こ
の点で親と保育者の目は一致していることになる。保育年数2年，3年の子どもが保育年数の
長い子どもより行動が自発的であるという結果になっている。
　保育園の生活の中で養われたことはなにかというと，「伸び伸びと明るい表情である」「自信
をもち，物事に集中することができる」「思いやりと優しさをもって人に接する」「運動能力が
発達した」「集団生活に慣れた」などが上げられる。これらはとくに保育年数が長い子どもの親
から多数でており，この点も保育者の見方と一致している。
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4　おわりに
　＊　保育年数と子どもの発育，発達状況との関係を生活能力，運動能力の成就の状況から分
析，検討してみた。調査は保育者の立場と母親の立場の両面と，運動能力テストを加えて行
い，それぞれから検討をしてみた。生活能力は「社会性」「言語」「身辺自立」「認知」「運動」
の5項目について検討することとした。入園以来成長，発達していく子どもを見ている保育者
からみた個々の子どもの発達の状況は，保育老が子どもを集団でとらえた場合と相違があり，
各項目の中で意外なことが成就されていないということを発見している。
　生活能力の中の「社会性」では男児の場合，保育年数3年の子どもが保育年数5年一6年の
子どもより成就不十分のチェックが少なく，保育期間が長いことにより育つであろうという推
測の通りの結果にはなっていない。女児では保育年数が長い方に到達点に達している子どもが
多い。
　　「言語」では男女児ともに自分の住所を言えない子どもの割合が保育年数とは関係なく高
い。「やさしいなぞなぞをする」では保育期間の長い6年がすぐれ，これに続くのが3年であ
る。
　　「身辺自立」では衣服のひもを結ぶことを最も習熟しているのが保育期間3年の子どもで，
保育期間4年の男女児ではともにこれが成就されていない割合が高い。危険な道路を安全に歩
くことができるように指導しているが，この交差点で一度止まる動作については男児は保育年
数3年がとくに習熟されている割合が高く，他は大差がない。女児では保育年数2年がとくに
成就されていない子どもが多い。
　　「認知」では身体に対する意識は保育年数3年が男女児ともに認識している割合が高い。自
分の誕生日を認識している割合は保育年数2年が男女児とも高い。毎月誕生会等の行事が園で
は行われてしやるのに認識されていないのである。
　　「運動」パットでボールを打つことが男児でもできない割合が高いが，保育年数3年が最も
よくできる。ボール遊びが日常的に行われているが，打つことはあまり取りいれられていない
ようである。しかし，練習するとすぐに打てるようになる。相手が投げてきたボールを捕るこ
とは保育年数3年の子どもがとくにすぐれている。
　以上生活能力について成就の状況を保育者の目で見たが，いずれの項目においても保育年数
が長いことと到達度との関係は明白にでてはいない。保育年数3年の子どもがどの項目でも保
育年数6年の子どもより到達度が高い結果である。これらの項目は年齢とともに習熟するもの
であり，特別な技能を要するものではないと考える。保育者は保育年数が長いことは生活習慣
を身につける上でプラスであると見ているが，個々に子どもを見たどきと集団として見たとき
と違う評価となり，保育者が感じていた成就の程度に相違があり，自立が不十分である点が多
く見られた。
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　＊　運動能力テストの結果では保育年数でそれぞれに優れた点があり，保育年数は運動能力
に大きく影響をする要因ではないと思われる。しかし，保育年数2年の子どもはバランス性を
必要とする遊びやボール遊びで充分習熟していないと思われる。
　＊　母親から見た子どもの生活能力の到達度が未熟であるとみるのは保育年数6年25％，5
年23％，4年25．2％，3年17．8％，2年40％であり，自立の見方は大体保育者の見方と一致し
ている。
　保育年数2年の子ども母親はまだ習慣形成が未熟であると認識しており，保育年数の長い母
親と子どもへの接触の仕方には相違があり，保育園に通う子どもに気をつかっている様子がみ
える。この調査は各保育園の主任保母の先生方の御協力によりできました。深く感謝します．
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・生活能力調査項目
（1）社会性
　①8－9人の子どもと一緒に遊んでいるどきに順番を待つ。
　②楽しい，好き，怒っているなど，自分の感情を言葉であらわす。
　③　大人が始終見ていなくても，4－5人の子どもと協力して遊ぶ。
　④他の子どもにゲームや遊びのルールを説明する．
　⑤食事の時の会話に加わる。
　⑥ルールに従って，あてっこゲームをする。（〈例〉ジェスチャー）
　⑦友だちが困っているときには助けてあげる。
　⑧自分の友達を選ぶ。
（2）言　語
　①自分の家の住所をいう。
　②「一番たくさん，一番少ない」に意味がわかる。
　③やさしいなぞなぞをする。
　④毎日．のできごとを話す。、
　⑤しりとりをする。
　　⑥∫なぜ」という質問に，その理由を答えるg
　　⑦「もし～し妨．どうなりますカ｝」とし’う質問『照る・
　　　　　（〈例〉卵を落したら）
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　⑧聞きなれない言葉の意味を尋ねる．
（3）身辺自立
　①　大人の手を借りずに，トイレで排尿，排便，あと始末，衣服の着脱をする。
　②気温や機会に応じた衣服を選ぶ。
　③言われなくても一度止まり，左右を見てから道路を渡る。
　④簡単な料理，お菓子作りに参加する。（サンドウィッチ，サラダ，クッキー，おにぎりなど）
　⑤家の近くの学校，遊び場，店などにひとりで行く。（！00m位）
　⑥公共の場所のトイレで女性用，男性用がわかる。（〈例〉デパート，公園）
　⑦お盆に食べものをのせて運ぶ。
　⑧自分が着ている衣服，帽子などのひもを結ぶ。（前だけでよい）
（4）認　知
　①　始め，まん中，終わりという言葉の意味がわかり，使う。
　②自分の体について左右を区別して言う。（〈例〉右の手，左の手）
　③1番臥2番臥3番目という言葉の意味がわかり，使う。
　④曜日を順に言う。
　⑤3個までの物を使って，足し算と引き算をする。
　⑥自分の誕生日を言う．（何月何日）
　⑦日常生活で，次にすることを予測する。（〈例〉お風呂に入った後で，歯を磨く）
　⑧聞かれると，物の全部と半分を区別して指さす。（＜例＞1個のりんごと半分のりんご）
（5）運　動
　①スキップをする。
　②ブランコを自分でこぐ。
　③促されると5－6回ボールをつく．
　④相手が投げたボールやお手玉を片手で受けとる。
　⑤ひとりでなわとびができる。
　⑥バットや棒でボールを打つ．
　⑦片足飛びで回る。
　⑧目を閉じて，支えなしで10秒片足で立つ．
・運動能力テスト
1 閉眼片足立ち ①できない （　）秒 ※最大60秒
2 お手玉取り ①できない ②手を伸ばして取る ③胸で取る
3 片足回転 ①できない ②90度 ③120度 ④150度 ⑤180度
ボール打ち ①打てない ②1回目で打つ
③ろ回目で打 ④解目で打 ⑤網目で打
4
①打てない ②5m以内 ③5m～10m④10m～15m⑤15m以上
5 ボールをつく ①つけない （　）回 ※最大20回
★お手玉投げ…1mの距離から下手投げでかるく投げる。
★バヅトで打つ場合…下手投げで打ちやすいボールを投げる。
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